
あなたと共につくる狭山市

　令和8年度から今後10年間のまちづくりの指針 となる「第5次狭山市総合計画」を策定しました。
これは、近年社会情勢が急激に変化している中で、時代に対応した柔軟なまちづくりに取り組むた
め、市に関わる全ての皆さんと市がこれまで以上に 連携・協働し、次世代につながる元気なまちづくり
を進めていくための計画です。
　今月は総合計画の概要についてお伝えします。

基本構想を詳しく次のページ

市民の皆さんと力を合わせて
総合計画を作成しました

市民意識調査
5年10月に、市民3,000
人を対象に市のまちづく
りへの意識に関するア
ンケートを実施しました

市民ワークショップ
6年6月～8月 に、市の魅力や
10年後の理 想の姿につい
て話し合うワ ークショップ
「わたしたちの 狭山 未来トー
ク」を開催し、42名の市民の
皆さんが参加 しました

パブリックコメント
7年6月から概ね1カ月
間、計画素案に対する意
見を募集し、55件の意見
が寄せられました

第5次狭山市総合計画を
市公式ホームページで公開しています

まちづくりへ参加する第一歩として「第5次狭山
市総合計画」をご覧ください

より読みやすくしたPR
版も公開しています

基本構想

基本計画

実施計画

〔計画の構成〕 ビジョン
・市の将来像（目指す姿）
・施策の基本的な方向

アクションプラン
・3カ年で実施する事業
（毎年度見直し）

マスタープラン
・施策の体系と内容

総合計画は、10年間の「基本構想」、前期・後期各5年間の「基本計画」、
3年間ごとの「実施計画」の3階層で構成されます

第5次狭山市総合計画がスタート
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総合計画って何？
　総合計画とは、本市が目指す10年後のまちの姿を描き、
その実現に向け、本市に関わる全ての市民や団体、事業者
などと、一緒にまちづくりに取り組むための羅針盤となる
ものです。
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基本 構想
「緑と健康で豊かな文化都市」
将来像

　基本理念における全ての取り組みにおいて、市民や団体、事業者などとの「協働によるまちづくり」
「健全な行財政運営」、効果的な「デジタル技術の活用」を推進します。

【人口の見通し】　※各年1月1日現在人口（13年以降は見通し）

総合計画に基づく各種施策に着実に取り組み、14万人台の人口を維持していきます

将来人口

土地利用構想
　市全域の土地利用の基本的な方針を示すものです。土地は、公共の福祉に寄与する
かけがえのない財産であり、市民生活や事業活動などの基盤となるものであること
から、本市の将来像の実現のために計画的な土地利用を推進します。

前期基本計画における4つの重点テーマ次のページ
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教育文化

市民生活環境共生

都市基盤

まちづくりの

基本理念と

基本方針 人を中心に地域の産業が元気になるまちづくり

〈目指すまちの方向性〉
★働きがいを感じ、働き方を見つけられるまち
★企業・事業者が元気なまち
★地域産業を生かした魅力あるまち

健康福祉
地域の多様な人々が健康で幸せに暮らせるまちづくり

〈目指すまちの方向性〉
★健康で生き生きと暮らせるまち
★こどもが幸せに暮らせる、子育てしやすいまち
★高齢者が安心して暮らせるまち
★障害の有無に関わらず自分らしく生活できるまち

地域でともに支え合う安全・安心なまちづくり

〈目指すまちの方向性〉
★一人一人が主役のまち
★災害対応に優れたまち
★安全・安心に暮らせるまち人を育み文化を創造するまちづくり

〈目指すまちの方向性〉
★豊かな学びで人を育むまち
★未来へはばたく“さやまっ子”を育むまち
★人権と平和が尊重されるまち
★文化を通して豊かな心を育むまち

便利で快適な都市空間を形成するまちづくり

〈目指すまちの方向性〉
★魅力ある住みやすく便利なまち
★安全で快適なまち

環境にやさしい持続可能なまちづくり

〈目指すまちの方向性〉
★人と自然が共生するまち
★地球にやさしい資源が循環するまち
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前期基本計画（8～12年度）の

4つの重点テーマ
　将来像「緑と健康で豊かな文化都市」を実 現するため本市に関わる全ての市民や団体、
事業者などと連携・協働し、今後5年間で取り 組んでいくテーマを設定しました。

健康づくり・保健予防の推進 

こども・子育て支援の充実

仕事と子育ての両立支援 

児童虐待防止対策の充実

多様な働き方の支援と雇用機会の拡充 

教育の内容と支援の充実

豊かで健やかな心身の育成 

教育環境の充実

家庭や地域との連携

男女共同参画の推進

取り組む施策

問合せ　企画経営課へ☎2935-4627

取り組む施策
地球環境の保全

健康づくり・保健予防の推進

高齢者の生きがいづくりの推進 

地域包括ケアの推進

障害者の社会参加の促進 

住宅などの適正な管理及び安全性の確保の推進

安全で安定した上下水道 

生涯学習の推進

生涯スポーツの推進 

市民主体のまちづくりの推進

危機管理防災体制の充実 

消防・救急体制の充実

交通安全対策の充実 

地域防犯対策の推進

協働によるまちづくり 

健全な行財政運営

積極的なデジタル技術の活用

施策を支える柱

コンパクトなまちづくりの推進 

道路ネットワークの構築

公共交通ネットワークの構築 

計画的な土地利用転換

新たな企業・事業者の育成 

地域産業の支援の充実

地域商業の活性化 

工業の活性化

農業の活性化 

地域資源を活用した観光の推進

取り組む施策

人生100年時代を支える土台となるのは「健康」と「安全」です。
みんなで支え合いながら、誰もが健康で活躍できる、また、
安全で安心して暮らし続けることができるまちづくりを進めます。

人生100年時代を支える
健康と安全を守ろう

まちの将来を担う主役は、
狭山市発展の原動力となる「若い世代」です。
みんなで若い世代の活躍の場を広げながら、力を伸ばし、可能性を伸ばし、
人数も伸ばし、人口減少時代でも活力あるまちづくりを進めます。

若い世代を伸ばそう

まちを支える基盤は「都市機能」と「産業」です。
みんなでまちににぎわいを創出し、産業を活性化しながら、
まちと産業も社会に合わせてアップデートし、
人と企業に選ばれるまちづくりを進めます。

まちと産業の進化を目指そう

わがまち狭山が進む方向は、明るい希望が持てる「未来」です。
みんなで未来に視点を置きながら市政を運営し、
不透明・不確実で変わり続ける社会情勢に対し、
柔軟に対応するまちづくりを進めます。

みんなの力で未来につなごう
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